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豚胎見 ニ於 ケル腦 ノ形態學的發生 ニ就 キテ

岡山醫科大學解剖學敎室胎生學研究室(敷波敎授)
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Uber die Entwicklung der Hirnanlage bei den Schweineembryonen.

Von

Shinobu Maruyama.

Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomiscken Institutes der

 medizinischen Universitat Okayama. (Prof. J. Shikinami).

Eingegangen am 23. September 1931.

Die Morphogenese des Gehirnes der hoheren Wirbeltiere ist durch die Untersuch-

ungen von zahlreichen Forschern bedeutend gefordert und erweitert worden. Mann 

kbnnte zu der Annahme neigen, dass hier durch eine endgultige Hlarstellung erreicht 

worden sei. Bei einer genaueren Betrachtung der Literatur kommt man indes bald zur 

der Erkenntnis, dass die Morphogenese des embryonalen Hirnes der hoheren Wirbeltiere 

bis auf die Gegenwart in verechiedenen Punkten noch keine ubereinstimmende Darstel

lung gefunden hat. Es erscheint uns daher von Wert, mittels einer genaueren Rekonst

ruktionsmethode diesem Mangel abzuhelfen. Als Material benutzte ich Shikinami- Tani 

Serien von Schweineembryonen, und um die Lucke auszufullen, habe ich seit 2 Jahren 

a uch viele junge Schweineembryone gesammelt.

Das Material wurde in Zenkerscher Flussigkeit fixiert und mit Boraxkarmin gefarbt 

Alles wurde in Paraffin eingebettet und teils in horizontale , teils in sagittale Serien von 

10ƒÊ Dicke geschnitten. Die Plattenrekonstruktionsmodelle wurden nach der Born-

Peterschen Methode angefertigt und die Richtzeichen mittels des sog . Kreuzrichtzei

chen-Apparates nach Prof . J. Shikinami erfolgreich angebracht.

Die hauptsachlichen Resultate der vorliegenden Untersuchungen lassen sich folgen-

dermassen zusammenfassen:

1) Bei einem Embryo von 5.0mm grosste Lange mit 21-22 Urwirbelpaaren fand 

ich die 3 Gehirnabteilungen (Prosencephalon, Mesencephalon
, Rhombencephalon), und
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primaren Augenblaschen ausserlich deutlich erkennbar und bemerkte auch an eben dem
selben Embryo den Abschluss des Neuroporus anterior.

2) Bei einem Embryo von 6.5mm grosste Lange mit 22-23 Urwirbelpaaren fand 
ich das Prosencephalon in zwei weitere Abteilungen (Telencephalon und Diencephalon) 
zerlegt, den Hohlraum des Hirnventrikels erweitert und 2 Neuromerenwulste an der in
neren Flache des Rhombencephalon erkennbar.

3) Bei einem Embryo von 5.0mm grosste Lange mit 24-25 Urwirbelpaaren fand 
ich ein auffallendes Wachstum des vorderen Hirnteiles, die Entstehung von Augenstielen, 
die Vorwolbung der Tuber mammillare und an der inneren Flache die Bildung von Par
encephalon, Hypothalamus und 4 Neuromerenwiilsten.

4) Bei einem Embryo von 5.8mm grosste Lange mit 26-27 Urwirbelpaaren fand 
ich eine Streckung der Plica encephali ventralis und eine bemerkenswerte Entwicklung 
von Telencephalon, Diencephalon sowie Rhombencephalon; an der inneren Flache des 
letzteren waren 4 Neuromerenwulste erkennbar, und sein Dach war verdunnt.

5) Bei einem Embryo von 6.0mm grosste Lange mit 28-29 Urwirbelpaaren fand 
ich 5 Neuromerenwulste und bei einem Embryo von 5.0mm grosste Lange mit 30-31 
Urwirbelpaaren ein ausgezeichnetes Wachstum von Telencephalon und Rhombenceph
alon; letzteres hatte ein dunnes, dorsales, rhombenformiges Dach, wahrend 6 Neuromeren-
wulste ausserlich bemerkbar waren.

6) Bei einem Embryo von 5.0mm grosste Lange mit 32 Urwirbelpaaren fand ich 
die Andeutung einer beiderseitigen Trennung der Hemispharen des Telencephalon; die 
Teilung des Rhombencephalon in Metencephalon und Myelencephalon war bereits 
erkennbar. So fand sich hier bereits die vollkommene Hirngliederung vor, das heiss, es 
bilden sich aus den 3 primaren Hirnblaschen somit 5 sekundare heraus und zwar in der 
Weise, dass Prosencephalon und Rhombencephalon sich in je zwei Abschnitte teilen 
wahrend Mesencephalon einfach bleibt.

7) Bei einem Embryo von 6.5mm grosste Lange mit 37 Urwirbelpaaren fand ich, 
dass die Augenblase schon als Augenbecher auftritt, dass der Hohlraum des Gehirnes 
erweitert ist und dass nicht nur innerlich, sondern such ausserlich 6 Neuromerenwulste 
auf das deutlichste erkennbar sind.

8) Bei einem Embryo von 7.0mm grosste Lange mit 47 Urwirbelpaaren fand ich, 
dass das Telencephalon in die rechte und linke Hemisphere geteilt ist, dass 5 sekundare 
Hirnabteilungen vollstandig erkennbar sind, dass die Neuromerenwulste allmahlich aber 
unsichtbar werden.

9) Bei einem Embryo von. 12.0mm fand ich zwei selbstandige Hemispharen und 
eine auffallende Entwicklung der verschiedenen Gehirnabteilungen; das Dach des Met
encephalon hat bereits die Kleinhirnplatte gebildet. (Kurze Inhaltsangabe).
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1.　 緒 言

抑 々胎 生學 研 究 ニ當 リテ人 類 以 外 ノ各種 動 物 ヲ材料 トシテ用 フル ハ,人 胎 兒 ヲ隨 所 適 宜 ニ得

ラ レザル爲 ハ勿 論 ナ レ ド將 又 比 較 發 生 學 上 ニ貢 獻 ス ル處 大 ナ レバ ナ リ.此 意 味 ニ於 テ 人 類 ニ 近

キ哺乳類 中特 ニ豚 胎 兒 ニ關 スル研 究 ハ 歐米 各 國 ニ於 テ甚 ダ數 多 ク發 表 セ ラ レ,吾 國 ニ於 テ モ敷

波敎 授米 國 ニ於 テ該胎 兒 ヲ探 取 セラ レ,其 後 谷博 士及 ビ著 者,本 邦 ニ於 テ之 ニ追 加 蒐 集 シ得 タ

ル ヲ以 テ吾敎 室 ヨ リモ該 胎 兒 ニ關 スル谷(呼 吸 器),高 橋(視 器),村 山(膵 臟)等 ノ研 究 發 表 ヲ

見ル ニ至 レリ.

哺乳類 ニ於 ク ル腦 ノ發 生 ニ關 ス ル文 獻 ヲ辿 ル ニ實 ニ枚 擧 ニ遑 ナク,同 ジク哺 乳 類 中 ニ ア リテ

モソノ種類 ニ ニ ヨ リ多少 ノ差 異 アル コ トハ勿 論 ニ シテ,特 ニ豚 胎 兒 ニ就 キ テ モ 多 ク ノ學 者 ニ ヨ

リ相 異 レル方 面 ヨ リ種 々 ナル 方 法 ニ ヨ リテ ノ研 究 ア リ.主 ナ ル モ ノ ヲ擧 グ レバ即 チKeibel氏

ニ依 リ該胎 兒 ニ於 テ長 徑2.5mm-3.0mm(受 胎 後14日-15日)ノ 時 期 ニ他 ノ外 胚 葉 部 ヨ リ

Medullarplatteト シテ區 別 シ得.原 節(7-8)受 胎 後16日 ニハ既 ニ一 部medullarrohrト ナ ル

ヲ見,同 時 ニ眼 胞 ノ初 兆 ヲ認 メ得 ル ニ至 リ,Neuroporus anteriorノ 閉 鎖 ハ通 常15-17日 ノ

間 ニ行 ハ レ,又 長 徑10mm(受 胎 後21日)ノ 胎 兒 ニテ ハ5箇 ノ腦 部位 ノ分 立 ヲ外 方 ヨ リ認 メ

得,長 径12.4mmニ 至 レバ 既 ニ明 カニHemispharenanlageヲ 區 別 シ得 ト言 ヒEpiphyseニ 就

キテモ,同 氏 ハ長徑20mmノ 胎 兒 ニ テ明 カ ナ リ ト云 ヘル モLewis氏 ハ24.0mmノ モ ノ ニ テ初

メテ區別 シ得 ト云 ヘ リ.Ziehen氏 ハHertwig氏 著 比較 實 驗 的發 生學 中 ニテ 羊,牛 ニ於 ケ ル腦 ノ

發生 ニ就 キテ論 ジ,更 ニ項臀 徑19.0mmノ 豚胎 兒 ノ三矢 状 斷 圖 ニ依 リ詳 論 セ リ.Balkenノ 發

生 ニ就 キテ ハBlumenau, Dorello及 ビZiehenノ 諸 氏 ニ ヨル研 究 ア リ.菱 腦 ニ於 ケルNeuro

merengliederungニ 就 キテ ハPremant , Lewis, Bradley及 ビZiehenノ 諸 氏 ノ檢 索 ヲ見 ル.

最近 ニ於 テハPatten氏 ハ ソノ著 書 ”Embryology of the pig” ニ於 テ總 括 的 ニ腦 ノ發 生 ニ就

キテ ノ記 述 アル ヲ見 ル.人 胎 兒 ノ ソ レニ關 シテ モMichaelis, Fischel, Bonnet-Peter
, Hertwig,

 Bromann氏 等 ノ敎 科 書 ニ ソノ大 様 記 載 セ ラル ル ニ至 レル ヲ見 ルモ
,尚 ホ ソノ記 述 ニ一 致 ヲ缺

ク トコロアル ヲ見 ル.故 ニ一 方 ニテ 人 類 腦 ノ發 生 ニ關 シテ資 スル コ トァル ベ ク他 方 ニテ 比 較 胎

生學 的 ニ豚 腦 ノ發 生 ニ就 キ從 來 顧 ラ レザ リ シ方 面 ニ就 キテ新 シキ觀 察 及 ビ着 眼 點 ヲ得 ン トシテ

努力 ヲナ セ リ.即 チ今 日 マ デ胎 豚 兒 ニ ツ キ比 較 的 長 期 ノ特 定 發 育階 程 ニ於 ケ ル 多 ク ノ胎 見 ニ ヨ

リ逐次 的 ニ ソノ發 生 ヲ 追究 セル 記 載 ナ ク
,多 クハ 時 期 ノ 間隙 甚 グ離 レ居 リ又 ソ ノ研 究 方 法 モ 主
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ト シテ 外形 模 型 及 ビ正 中 斷 切 片 ニ ノ ミ ヨル モ ノ多 シ.最 近 兩 棲 類 ノ腦 ニ於 ケ ル鷲 見,池 田氏 ノ

唱 フ ル ガ如 ク,腦 室 ノnegativ Modellハ 作 成 セザ リ シモ顯 微 鏡 的 所 見 ニ正確 ナル 基準 ニヨル

正 鵠 ナ ル複 成 外形Modell,外 形Modellノ 正 中 斷 面 ニ ヨル 所 見 ヲ基 礎 トチ シ
,殊 ニHirnglie

derung, Hemisphaerenbildung,原 始 腦 軸 ニ對 シテ大 腦 ノ位 置的關 係
,個 々 ノ腦 胞 ノ境 界等

ノ諸 點 ニ留 意 シツ ツ檢 索 ヲナ セ リ.幸 ニ原 節20ヨ リ32ニ 至 ル マ デ ハ材 料 甚 ダ 豐 富 ニ得タ ル ヲ

以 テ殊 ニ ソ ノ間 ハ詳 細 ナル研 究 ヲナ シ得 タ リ.

2.　 材料及ビ檢索ノ方法

材料 ニ就 キテ ハ上述 セル如 ク恩師敷波敎 授米國 ニ

於テ蒐 集セラ レシ豚胎兒 ニ先輩谷氏追加 シ,更 ニ著

者ハ主 トシテ缺損 セル時期 ノ補充 ニ心掛 ケテ 探取 セ

リ.固 定 ハ主 トシテZenker氏 液,「フオルマ リン」水

又ハMuller氏 液 ヲ用 ヒ,之 ヲ所定 ノ方法 ヲ經テ 「パ

ラフイ ン」ニ包埋 シ之 ヲ10μ 連續 切片 ニ製作 シ專 ラ

顯微鏡的 ニ腦 ノ發生 ヲ檢索 スル ノ傍 ラEdinger氏 描

寫 擴大器 ニヨ リ必要ナル部分 ヲ100倍 又ハ50倍 ニ

記載 シ之 ヲ厚 サ1mm又 ハ0.5mmノ 蝋板 ニ複寫 シ

之 ヲBorn-Peter氏 法 又ハ敷波敎授 ノ十字基準器石

膏 注入法 ニ ヨリ正鵠 ナル複成蝋 形又石膏模型(外 形

及 ビ正中斷面)ヲ 作成 シテ顯 微鏡的檢索 ノ不足ヲ補

ヘ リ.

發育階程 ニ就 キテハ ソノ外形,長 徑,原 節數ヲ參

照 シテ主 トシテ出來得 ル限 リ原節藪順 ニ排列 シテ之

ヲ定 メ次述15階 程ニ分類 シ,腦 ノ複 成 模 型ハ當教

室 ニテ連 續切片 トナセル全 豚 胎 兒 ノモ ノ50箇 ヲ作

成 セ リ.
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3. 個 々ノ胎兒ニ於ケル腦及ビ他 ノ一般發生状態ノ觀察

第1階 程.Nr. 12長 徑4.0mm原 節(22)

外 形項 屈 折及 ビ心臟 部 ノ膨 隆 稍 々甚 ダ シ ク2箇 ノ

咽頭嚢 ハ外 胚葉 ニ接 シ第3ノ モ ノモ既 ニ發 生 シ前 腸

ノ内腔 ハRespirations-及 ビDigestionsrinneノ 漸

進 スベキ前提 ヲ認 メ,膵 原 基 ハ未 ダ認 メラ レザ ル モ

肝 原基 ハ既 ニ發 育 セ ル ヲ見 ル.原 始 眼 胞 ハ 既 ニ存 在

スル モ尚 ホ水晶 體 板 ノ發 生 ヲ見 ズ.聽 板 ハ聽 窩 ヲ形

成セ ル ヲ認 ム.次 ニ腦 部 ノ模 型 ニ就 キ テ觀 察 スル ニ

Fig. 1ニ 見 ル ガ如 ク前腦 前 方 ニ於 ケ ルNeuroporns

 anteriorハ 未 ダ閉 鎖 セズ .模 型 ニテ 長 サ7mm幅(廣

處)4mmノ 細 空 隙 ヲ殘 ス ヲ見 ル.腦 彎 曲 可 ナ リ強 度

ニ シテ殊 二項彎 曲 著 シ ク其腹 側 ニテPlica encephal 

ventralieヲ 形 ス.即 チ腦 管 ハ 中 腦 ノ前 後 ニ於 テ 屈

曲 シ,前 腦 ノ中軸 ハ後 腦 ノ ソ レ ト鋭 角 ヲ以 テ交 リ,

中 腦 ハ ソ ノ間 ニア リテ 前後 腦 ヲ弓 状 ニ結 合 セ リ.中

腦 ハ球 状 ニ シテ 前 方 ハ甚 ダ 不 明 瞭 ナ ガ ラ モSulcus

 meso-diencephalicusノ 淺 溝 ニ ヨ リ,後 方 ハ 比 較 的 著

明 ナ ルSulcus rhombo-mesencephalicusニ ヨ リ菱 腦

ト境 ス.前 腦 ノ大 ナ ル腦 胞 ノ兩 側壁 ヨ リ左 右 ニ眼 胞

膨 出 セ リ.前 腦 腹 側 背 方 ニ 向 ヒテ 僅 ナ ル 小 膨隆 ヲ認
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ム.Tuber mammillareナ リ.菱 腦 ハー ツ ノ長 キ單一

ナ ル管 状 ヲ呈 シ,ソ ノ初 部 ハ稍 々終 部 ヨ リ太 シ.更

ニ 尾 方 漸 次 脊 髓 ニ移 行 シ ソノ境 界 ハ不 明 ナ リ.次 ニ

腦 部 ノ正 中 斷 内 面 ヲ見 ル ニFig. 1. Bノ 如 ク大 髓外

形 ニ一 致 セ ル彎 曲 ヲ示 シ.ソ ノ前 部 ハdorso-ventral

ニ,ソ ノ後 部 ハ左 右 ヨ リ壓 迫 セ ラ レ扁 平 状 ノ内 腔 ニ

シテ前神 経 孔 ノ開 ロ 部 ヨ リ尾 方 一 帯 陷 入 スル ハ 即 チ

前腦 腔 室 ニ シテ ソ ノ背 尾 方 ニ漸 次 眼 胞 ニ移 行 ス ベ キ

眼 莖 腔 室 ヲ見 ル.中 腦 腔 室 バ一 般 ニ左 右 ヨ リ壓 セ ラ

レタ ル 縦 ノ扁 平 状 ニテ 菱 腦 トノ境 ニテEminentia

 rhombo-mesencephalicaノ 隆 起 ヲ辛 ジテ認 ム.之 外

形 ノIsthmus rhombencepbalicusニ 相 當 セ リ.菱 腦

内 腔 ハ紡 錘 状 ニ長 ク ソ ノ初 部 ハEminentia, rhombo-

mesencephalicaノ 尾 方 ニ テ側 壁 ニ長 軸 ニ垂 直 ナル

稍 々深 キ凹 部 ヲ認 ム.此 部外 形 上菱 腦 ノ側 方 ニ膨 出

セ ル部 位 ニ相 當 ス.菱 腦 尾 方 ハ 漸次 狭 細 ナ ル脊髄 腔

室 へ移 行 ス.

Fig. 1. (A)

Fig. 1. (B)
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第2階 程.Nr. 27長 徑5.0mm原 節(21-22)

外形ニ於テ項彎曲前例 ヨリ稍 々弱 キモ心臟 ノ膨隆

依然著明,2箇 ノ咽頭嚢ハ既 ニ外 胚葉 ニ接 シ第3ノ

モノ發生 ノ緒 ニア リ.肺,膵 ノ兩原 基未ダ認 メラ レ

ザルモ肝臟 原基 ハ著明ナ リ.視 器及 ビ聽器 ノ状態 ハ

前例ニ類似シ,水 晶體板 ノ發生 ヲ未 ダ見ザ ルモ聽窩

ノ形成ヲ見 ル.次 ニ腦 部ニ就 キテ見 ルニFig. 2ニ

見ルガ如ク既ニコノ時 期ニハ前時期 ニ於テ尚 ホ閉鎖

ヲ見ザ リシ前神経孔ハ完 全ニ閉鎖セ リ.腦 彎曲 ノ程

度又前時期 ト殆 ド同様.前 腦,中 腦,後 腦 ノ位置的

關係モ亦前時期 ト同様 ナレ ドモ前腦 ニ於テハ2ツ ノ

部 分 ニ將 來 分 離 セ ン トス ル初 兆 ヲ示 ス.即 チ腹 方 及

ビ背 方 ニ分 レン トシ,ソ ノ間 ニ僅 ナ ルSulcus telo-

dienoephalicusノ 存 在 ヲ認 メ得.而 シテ腹 方 ハ 將 來

終 腦,背 方 ハ間 腦 トナ ル ベ キ 部 位 ナ リ.ソ ノ腹 方 ノ

部 ヨ リハ 兩側 ニ眼 胞 ヲ膨 出 ス ル コ ト前 時 期 ト同 様 ニ

シテ 何 等 眼 莖 ノ絞 レノ兆 ヲ見 ズ.前 時期 ニ甚 ダ 不 鮮

明 ナ リシSulcus meso diencephalicusモ 著 明 トナ レ

リ.菱 腦 モ依 然 單 一 ナ ル 管 状 ヲ呈 シ尚 ホ未 ダ分 立 ヲ

呈 スル ニ至 ラズ.唯 僅 ニ初 部 ノ膨 大 ス ル ヲ見 得 ル ノシ.

Fig. 2.

第3階 程.Nr. 13長 徑65mm原 節(22-23)

外形背彎曲弧状ヲ呈 シ咽頭嚢及 ビ肝 原基 ノ發育程

度ハ前例 ト大同小異 ナ レドモ前腸初 部ハ恰 モ背腹 ヨ

リ壓平セラレ タル觀 ヲ呈 シ尾 方ニ進 ムニ從 ヒテ前腸

内腔ハ矢状徑增加 シ,菱 形 ヲ呈 スルニ至 リ,腹 側角

ハ背側角 ヨリ稍 々鋭角 ヲ呈 シ,「腹側角及 ビ之 ニ連續

セル兩側壁 ノ細胞 ハ増殖肥厚 ヲ示 シHeiss氏 ノ所謂

呼吸器發生 ノ母地 ヲ認 メ得 ルニ至 レリ.膵 臟 原基 ハ

未ダ認 メ得 ラレズ.視 器 ニ就キテハ水 晶體板 ノ發生

ハ未ダ詔 メ得ザルモ眼胞 ノ一部眼莖 トシテ絞 レ ノ兆

ヲ見,聽 器 モ深廣 ナル窩状 ヲ呈 ス.次 ニ腦部 ノ模型

ニ就キテ見 ル ニ前時期 ニ於テ漸 ク ソノ兆 ヲ見 タル前

腦 ニ於 ケル間腦,終 腦 ノ區別 明瞭 トナ リSulcus telo-

diencephalicusノ 存在 モ明 カ トナ レ リ.中 腦モ甚 ダ

ヨク膨隆 シ,菱 腦 ニ於 ケル後腦及 ビ末腦 バ分 立モ漸

ク ソノ兆 ヲ見,即 チ將來前,中.菱 ノ3腦 部ハ終,

間,中,後,末 腦 ノ5腦 部位 ヲ分立 セ ントスル兆 ヲ

暗 示 ス.腦 部 ノ正中斷 内壁 ヲ見 ルニ前 々時期 ニ見 タ

ル状況 トハ可 ナ リ面 目ヲ一新 シFig. 3ニ 見 ルガ如 ク

終腦部腔室 ハ一 帯半球状 ニ陷 浸 シ前々時期 ニテ ハ ソ

ノ背尾 方ニ存在 セル眼莖腔室 ハ此時期 ニ於テ ハ殆 ド

ソノ中央 部ニ位 シテ菱腦 軸 ト並行 ノ間隙 ヲ認 メ得.
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間腦腔室 ハ一般 平滑中腦腔 室 モ同様ナレ ド稍 々 ソノ

中央 部ニ微 カナル凹味 ヲ認 ム.各 腦部位境界 ニ些 カ

ノ隆起 ヲ認 ム.菱 腦腔 室 ノ状況 ハ前 々期 ニ於 ケル如

ク平滑ナ ラズ菱 腦狹部 ノ隆起 ノ尾方 ニ比較的深キ菱

腦 長軸 ニ垂 直ナル陷 入部 ノ他 ニ尾方 ニ ソレニ並行ノ

3凹 味 ヲ認 ム.即 チNeuromerenノ 起伏 ナ リ.

Fig. 3. (A)

Fig. 3. (B)

第4階 程.Nr. 14長 徑5.0m原 節(23.24)

2箇 ノ咽頭嚢ハ既 二外胚葉 ニ接 シ第3モ 亦著明 ニ

發育 セル モ未 ダ外胚葉 ニ接 觸 セズ.膵 原基ハ未 ダ認

メラ レザ ルモ肝 原基 ハ著明 ニ發育 ス.肺 原基 モ前腸

ノ腹側角 及 ビソノ兩側壁 ニ於 ケル細胞 ハ増殖肥厚 シ

ツ ツア リ.視 器 ニ於テ ハ眼胞,眼 莖 ノ區別 明 カ トナ

レル モ尚 ホ未 ダ水晶體板 ノ發生 ヲ見 ズ,聽 器 ニ就キ

テハ 聽 窩 ハ既 ニ一 部 聽 胞 ヲ形 成 セ ルヲ見 ル.次 ニ腦

部 ノ模 型 ニ就 キテ 檢 スル ニ前 時 期 ヨ リモ全 體 的 ニ膨

大 セ ル ノ外,間 腦,終 腦 ノ區別益 々著 明 トナ リ.殊

ニ後 者 ノ發育 ハ 著 シ キヲ見 ル.眼 胞 モ狹 小 ナ ル眼莖

ヨ リ側 背 尾 方 ヘ突 出 球 状 ヲ呈 セ リ.中 腦 ハ依然 ト

シテ 前 方 ハSulcus dien-mesencephalicus後 方 ハ

Sulcus rhombo-mesencephalicusニ ヨ リ境 ス.菱 脳

128



豚胎見 ニ於ケ ル腦 ノ形態學的發生 ニ就 キテ　 667

ニ於ケル後腦部 トナルベキ部位 又Fig, 4ニ 見 ルガ

如ク著 シク發育セルヲ認ムルモ未 ダ末腦 トノ劃 然 タ

ルレ區 分 ヲ見 ズ.

Fig. 4.

Fig. 5. (A)

第5階 程.Nr. 28長 径5.0mm原 節(24-25)

3箇 ノ咽頭嚢 ハ ヨ ク發 育 シ第4ハ モ ノモ ソノ發 育

ノ兆 ニ ア リ.膵 原基 ハ 未 ダ ナ ル モ肝 原基 ハ著 明 ニ認

メラ レ前腸 ニ於 ケル肺 原 基 ノ發 育 前 時 期 ヨ リ一 層 著

シク又 所謂Oesophagotrachealrinneモ 一 層 明 瞭 二觀

察 セラ ルル ニ至 レ リ.聽 器 ニ就 キ テ ハ聽 窩 ハ 既 ニ大

部分聽胞 ヲ形 成 シ一部 分 尚 ホ外 皮 ニ開 放セ ルヲ見

ル.視 器 ニテハ尚ホ水晶體板 ノ發生 ナケ レドモ眼胞

ハ 十分發育 セルヲ見 ル.次 ニ腦部 ヲ模型 ニ就 キテ見

ルニFig. 5ニ 見 ルガ如 ク前時期 ト大同小異 ニ シテ

漸次前腦 ノ發育殊 ニ前方 へ著 シキ發育 ヲ認 ムル ニ至

レリ.眼 胞 モ次第 ニ背,腹,尾3方 向即 チ上方 ヨ リ
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下方 ヘ漸 ク絞 レ眼莖 ヲ生 ズルニ至 レ リ.前 腦 ノ前壁

ハ前方 ヘ膨出 シ側方 ニ於テ後上方 ヨ リ斜ニ前下方 ニ

走 ル淺 キ溝 ヲ認 メ,之 ニ依 リ終腦,間 腦 ノ境界稍々

明瞭 トナ レリ.正 中斷内壁 ヲ見 ルニ前腦腔室 ハ眼莖

腔室 ヲ中央 ニ圓錘状 ニ陷沒 シ,上 方ハ凹味比較的少

ク壁厚 ク視 丘部 ヲ形成 シ,前 方前壁 ニ鳥類等 ニ見 ル

Parencephalonニ 相 當 スル凹 味 ヲ僅 ニ認 メ得.中

腦 腔 室 ハ半 球 状 ニ凹 ミ,尾 方Eminentia rhombo-

mesencephalicaノ 隆 起 ニ依 リ菱 腦 腔 室 ト境 ス.菱

腦 腔 室 ニテ ソノ頭 方 ニ比 較的 大 ナル 凹 味 ア リ.ソ ノ

尾 方 長軸 ニ垂 直 ニ 淺 キ凹 味 ヲ認 ム.ソ ノ間 ノ起 伏ハ

Neuromerenニ シ テFig. 5ニ 見 ル ガ如 ク4箇 ヲ辛 ウ

ジテ 認 メ得.菱 腦 蓋壁 ハ比 較 的 菲 薄 トナ レ リ.

Fig. 5. (B)

第6階 程.Nr. 38長 径5.0mm原 節(25-26)

背彎 曲著 シク尾 方ハ垂直 ナ リ.4咽 頭嚢發育 シ,

ソノ中3箇 ハ外 胚葉 ニ接 シ,視 器 ハ眼胞 眼莖 明カナ

ルモ水 晶體 板未 ダ發生 ニ至 ラズ.聽 器 ハ完全 ナル聽

胞 ヲ形成 セ リ.右 側 ノミ僅 ニ一部外皮 ニ開ケ リ.呼

吸器 原基 又發育 シ,將 來肺 原基 ヲ形成 スベキヲ認 メ

シメ,心 臟原基 モ心房心室 ノ分明 ニ,肝 原基ハ所謂

Leberbuchtト シテ表ハル.膵 臟 原基 ハ背部膵臟原

基 ノ ミ初 メテ腸 管背 側 ニテ 平 板 状肥 厚 ヲ以 テ認 メラ

ル ル ニ至 レ ル モ腹 部 膵 臟 原 基 ハ 未 ダ何 等 ソノ存 在 ヲ

認 メ ズ.次 ニ腦 部 ヲ模 型 ニ就 キ テ見 ル ニ外 觀 殆 ド前

時 期 ノ ソ レ ト相 似 シ殊 ニ 中腦,間 腦 發育 著 シキ タメ

Sulcus dien-mesencephalicus稍 々不 鮮 明 トナ リ前腦

腹 方Tuber mammillareノ 突 出 著明 ナ リ.菱 腦 初部

又 増 大 セ ル ヲ認 ム.
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Fig. 6.

Pig. 7. (A)

第7階 程.Nr. 39長 徑5.8mm原 節(26-27)

項及 ビ背 彎 曲 ヲ認 ムル モ甚 ダ シカ ラ ズ.心 臟 原 基

ノ膨隆 明 カ ニ外 方 ヨ リ認 ム.尾 端 僅 ニ外 飜 ス.3箇

ノ咽頭 嚢 ハ既 ニ外 胚 葉 ニ接 ス ル ノ ミナ ラズ外 方 ヨ リ

モ觀 察 シ得.第4ハ 尚 ホ接 セ ズ.前 腸 ニ於 ケ ル呼 吸

器 原基 ノ状 態 ハ前 述Nr. 38ニ 見 ル ヨ リ一 層 左右 兩

側壁 ノ膨 出 著 明 トナ レ リ.更 ニ肝 原 基 ニ於 テ ハ ソ ノ

細胞群 及 ビTrabekelノ 状 明 カ トナ レ リ.尾 方肝 原基

モ之 ヲ認 ム ル ヲ得 ル モ未 ダ 膽 嚢 原基 ノ成 立 ヲ見 ズ.

前時期 ニ初 メテ 認 メ得 タル背 部 膵臟 原基 ハ 一 層 ソ ノ

平板状肥厚著 シクナ リ背側方特 ニ右側 ヘ ノ發育甚 ダ

シクナ レリ.然 レ ドモ腹部膵臟原基 ハ未 ダ認 メラレ

ズ.次 ニ腦部 ヲ模型 ニ就 キテ見 ルニ前時期 ヨリ項 屈

曲稍 々伸 展 シPlica encephali ventralis大 トナ レ

リ.終,間 腦發育著明 ナ リ.後 腦 ノ發育 モ亦 明 カニ

シテ背 側ハ兩 側 ヨリ壓迫 セラ レタルヲ見 ル.他 腦部

ノ發育著 シキ タメ中腦 ハ却 ツテ小 トナ レルガ如 キ外

觀 ヲ呈 ス.吹 ニ正中斷 内壁 ヲ見 ル ニ前腦 腔室 ノ状況

ハ前々時期ニ見 ル ト同様ニ シテ中央 稍 々尾方 ニ眼莖

腔 室 ヲ認 メ,周 圍ハ ソレヲ中心 ニ圓錘状 ニ陷沒 シ間
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腦 前 壁 ニ前 々 階 程 ニ 表 ハ レ シ所 謂Parencephalonノ

凹 味 ヲ有 ス ル モ後 方 ハ壁 厚 ク視 丘 部 ヲ形 成 ス.中 腦

腔 室 ハ依 然 半 球 状 ニ陷 沒 シ,前 及 ビ菱 腦 ト小 隆 起

Eminentia rhombo-mesencephalica及 ビEminentia

meso-diencephalicaニ ヨ リ境 シ菱 腦腔 室 ニ於 ケル 比

較 的 大 ナ ル 後腦 タル ベ キ部 位 ノ凹 味 陷入 部 ノ外 ニ前

前 時 期 ニ見 タル ト同様 ニ シテ ソノ間 ニ僅 ナル 隆起 ヲ

示 ス モ ノ合 セ テ5箇 ノNeuromerenノ 起伏 ヲ認 メ得

タ リ.又 ソノ蓋 壁 一層 菲薄 トナ レ リ.

Pig. 7. (B)

第8階 程.Nr. 9長 徑6.0mm原 節(28)

腮 弓,肝,膵 原基 ノ發育程度,大 略前例 ト一致 ス.

前腸 ニ於ケル呼吸器 原基竝 ニ消化器原基 ノ兩部分 ノ

分離 セ ントスル彎入明瞭ナ リ.腦 部 ヲ模型ニ就キテ

見 ルニ前時期 ト同様間,終,後 腦 ノ發育著 シ.次 ニ

腦部 ハFig. 8ニ 見 ルガ如 ク外形 ソノ他殆 ド前階程ノ

ソ レ ト大差 ナ ク腦

各 部 ノ状態 モ大同

ナ レ ドモ ソ ノ全體

的 ノ大 サ稍 々大 ト

ナ リ殊 ニ前,菱 腦

ノ發 育 著明 ナ ル タ

メ 中腦 ハ狹 細 ノ觀

ヲ呈 ス ルニ至 ル.

Fig. 8.
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第9階 程.Nr. 41長 徑6.0mm原 節(28-29)

外形項彎曲稍々著明 ニ心塊 ノ膨隆又顯著ナ リ.咽

頭嚢 モ4箇 發育 シ,肝 原基 モ亦明 カニ發育 ノ度 ヲ認

メ,膵 原基モ背部膵臟 原基 ノミナ ラズ腹部膵臟原基

モ腸管腹部兩側 ニ於 テ表 レ呼吸器原基 ハ稍 々著明 ニ

發育 シ殊ニ腹側角ニ連接セ ル兩側壁 ノ細胞 ノ增殖肥

厚ハ外方 ニ膨出 シ,脱 腸様 ヲ呈 シ殊 ニ ソノ右半部 ハ

左半部ニ比シソノ膨出遙 ニ大ナ リ.視 器 ヲ見 ル ニ尚

ホ水晶 體板 ノ發生 ハ認 メ得ザルモ眼胞ハ完全 ニ發育

シ,聽 器 ヲ見 ルニ尚ホ一部外皮 ト交通 スル處 アルモ

殆 ド大部分完全 ナル卵圓形 ノ聽 胞 ヲ形成 セ リ.腦 部

ヲ模型 ニ就 キテ見 ルニ前時期 ト大同小異 ナ レ ドモ菱

腦 ノ發育著明 ナ リ.Sulcus rhombo-mesencephalicus

ノ後方著 シキ膨隆 ヲ見,將 來後腦 及ビ末腦 ノ分 立愈

明 カ トナ レリ.聽 胞 ヲ中心 ニ菱腦腹側 ニ判 然 タラザ

ルモNeuromerenノ 突出 ヲ認 ムル ヲ得.正 中斷内壁

Fig. 9. (A)

Fig. 9. (B)
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ヲ見 ルニ卵圓形 ヲ呈 スル眼莖腔室 ヲ前腦腔室 ノ稍 々

後方 ニ認 メ上部 ハ肥厚 セル視丘部 ニ移行 シ前 上方 ニ

ハ所謂Parencephalonノ 凹味 ヲ認 ム.中 腦腔室 ハ依

然半球状 ニ凹 ミ菱 腦 トノ境 タルEminentia rhombo

mesencephalicaハ 明 瞭 ナ ル モ 間 腦 ト ノ境 界分 明 ナ ラ

ズ.菱 腦 蓋壁 ハ非 常 ニ菲 薄 トナ リ同 時 ニ菱 腦腔 室ハ

背 方 ヘ擴 ガ リ ソノ内 側 壁 ニハ微 ナ ル モ ノ ヲ合 スレバ

合 計6箇 ノNeuromerenノ 起 伏 ヲ認 メ得 タリ.

第10階 程.　Nr.11長 徑5.0mm原 節(30)

頂,項 屈曲稍 々著明 ナル ノ外,背彎曲 又著 シク,尾

方 ニ至ル ニ從 ヒテ左方 ヘ螺旋状廻轉 ヲナ シ,心 塊膨

隆又明 カナ リ.4箇 ノ咽頭嚢ハ完成 シ,外 胚葉 ニ接

シ,視,聽 原基 ノ状 態ハ前 時期 ノモ ノト大差 ナ ク,前

腸 ニ於テ ハ前方呼吸器.後 方消化管 ヲ分離 セ ン トシ,

左右兩肺 原基 ノ膨出著明 ナ リ.心,肝 原基 モ殆 ド前

時期 ト同樣,膽 嚢 モ一層著明 ニ認 メ ラレ,前 時期 ニ

腸 管兩腹 側ニテ蕾 状ヲ呈 シテ表ハ レタル左右腹部 膵

臟 原基 ハ腸 管尾 方 ニテ 互 ニ結 合 シ,背 部 膵 臟 原基ハ

腸 管 背 側 ニテ殊 ニ右 側 ヘ甚 ダ シキ突 出 状 ヲ呈 スル ヲ

見 ル,次 ニ腦 部 ノ模 型 ニ就 キテ 觀 察 スル ニ各腦 部位

前 時期 ヨ リ一 層 著 明 ノ發 育 ヲ ナ シ,終 腦,間 腦 モ著

シ ク發 育 セ ル ヲ見 ル.殊 ニ終 腦 ハ 前 方 ヘ ノ膨 出著 シ

ク又 ソ ノ腹 側 稍 々尾 方 ニ於 ケルTuber mammillare

ノ膨 出 又殊 ニ明 カ トナ レ リ,卵 圓形 ノ聽 胞 ノ前 後 ニ

於 テ菱 腦腹 側 ニ於 ケ ルNeuromeren又 微 カニ ソノ突

起 ヲ示 セ リ.

Fig. 10.

第11階 程.　Nr.18長 徑4.5mm原 節(30-31)

頂,項 屈曲 ノ ミナ ラズ背屈曲殊 ニ尾方 ニテ著 シキ

彎 曲 ヲ認 メ尾端ハ頭 方ニ彎曲 シ圓形 ヲ呈 ス.心 臟 部

ノ膨隆 明瞭 ナ リ.腮 弓竝 ニ膵,肝 兩原基モ前時期 ノ

モ ノ ト大同 小異 ナ リ.呼 吸器原基 モ脱腸樣膨出明瞭

トナ リ.前 腸 ヨリ分離 セ ン トスル ヲ見 ル.

腦 部 ヲ模 型 ニ就 キテ 見 ル ニ 前 時 期 ヨ リ引 キ續 キ

間,終 腦 ノ著 シ キ發 育 ヲ認 ム ル ノ外 菱 腦初 部 ハ背 面

ヨ リ壓 平 セ ラ レ,背 側 ヨ リ見 レバ菱 形 ヲ呈 ス ルヲ見

ル.前 時 期 ヨ リ著 明 トナ レル 終腦 ノ前 方 ヘ膨 出及 ビ

Tuber mammillareノ 腹 側 突 出 モ一 層 明 カ トナ レリ.

從 ツテ 間腦 及 ビ終腦 ノ境 界 モSulcus telo-diencepha
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licusト シテ分 明 ス ル ニ至 リ.中,間 腦 ノ境 界Sulcus

 dien-mesencephaljcusモ 明 カ ニ更 ニ中,菱 腦 間 ノ境

界 ノSulcus rhombo-masenoephalicusハ 最 モ強 度 ニ

絞 レ ヲ生 ジ タル ヲ見 得.菱 腦 兩 壁 ニ 聽 胞 ヲ中 心 ト シ

テ微 カナルNeuromerenノ隆 起 ヲ6箇 認 メ得.正

中斷 内壁 ヲ見 ルニ前時期 ヨ リ何 レノ腔 室 モ廣濶 トナ

リ,前 腦腔室 ニ於 ケル状況 略ボ前 時期 ト同樣 ナルモ

外形 ニ相當 シテ終腦前方 ヘ陥沒深 ク眼莖腔室 ハ中央

Fig. 11. (A)

Fig. 11. (B)
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ヨ リ後 方 ニ位 ス ル ニ至 リ,前 上 方 ノ所 謂Parence

phalon又 上 後 方 ノ壁 肥 厚 セ ル視 丘 部 ノ存 在 明 瞭 ト

ナ リ中 腦 ノ前,後 腦 ノ境 界 タルEminentia dien

mesencephalica及 ビEminentia rhombo-mesence

 phalicaノ隆 起著 明 ナ リ.菱 腦 腔 室 ハ ソ ノ頭 方 部 ハ 外

形 ニ相 當 シ背 壁 ハ扁 平 ニ壓 セ ラ レ側 方 ヘ廣 キ腔 室 ヲ

作 リ,前 時 期 ニ見 タル ト同 樣 ソノ内 側壁 ニハ外 形ニ

相 當 シテNeuromerenノ 起 伏6箇 ヲ認 メ得 ル ニ至 レ

リ.

第12階 程.Nr. 3長 徑5.0mm原 節(32)

4箇 ノ咽頭嚢完成 シ外胚葉 ニ接 シ第5モ 略 ボ完成

シ,外 胚葉 ニ接觸 ス.膵 臟原基 ハ背腹 何 レモ著明 ニ

發育 セル ヲ見 ルモ未 ダ融合 ヲ見 ズ.肝 原基ハ著明 ニ

シテ膽嚢原基 モ腸管 ヨ リ分離 シテ存在 ス.前 腸 ニ於

ケル呼吸器 ノ發育状態前階程 ニ比 シ遙 ニ著明 ニシテ

呼吸器 ト消化管ハ全 ク分離 シ,肺 原基 ハ脱腸樣 ニ前

腸 ノ腹側 ニ於テ尾方 ニ膨出 シ ソノ膨出部右半 ハ左半

ニ比 シ遙 ニ大ナ リ.次 ニ腦 部 ノ模 型 ニ就 キテ見 ルニ

益 々前腦及 ビ菱腦部 ノ發育著明 ニシテ中腦部 ハ僅 ニ

兩者 ヲ結合 スル狹部 タル ノ觀 ヲ呈 ス.菱 腦 ハ本階程

ニ於 テ完全ニ頭方後 腦尾 方末腦 ノ兩部位 ニ分 離 スル

ニ至 レ リ.前 腦 中,終 腦 ハ僅 ニ正 中線 ニ於テ 將 來左

右 ノ半 球 ニ分 離 ス ベ キ初 兆 ヲ認 メ得 ル マデ發 育 シ.

Sulous telo-diencephalicusハ 後 上方 ヨ リ前 下方 ニ斜

ニ走 リ間 腦 ト境 シ間 腦 ハ 又 著 シ ク ソ ノ形 状 ヲ マ シ,

Tuber mammillareノ 突 出 モ著 明 ナ リ.ソ ノ底壁 ヨ

リ眼 莖 出 デ眼 胞 ヲ形 成 ス.眼 胞 未 ダ盃 状 ニ陷 沒 部 ヲ

示 サ ズ.Sulcus rhombo-mesenphalicusノ 狹 小 部 ヲ

經 テ膨 大 セ ル後 腦 ニ移 行 シ,腹 側 壁 ニ6箇 ノNeuro

merenノ 存 在 ヲ認 ム.更 ニ前 階 程 ヨ リソ ノ兆 ヲ見

タル 末腦 ニ著 明 ナ ル狹 部 ヲ形 成 シ,殊 ニ ソ ノ背 側ニ

テ 著 明 ナ リ.末 腦 ハ 漸 次 項 彎 曲 ヲ經 テ脊 髓 ニ移行 セ

リ.

Fig. 12.

第13階 程.Nr. 56長 徑6.5mm原 節(37)

頂項 彎曲 ノ外,背 彎曲モ著 シク額 部ハ腹 部 ニ接 シ,

心原基 ノ膨隆 又明 カ ニシテ,尾 方ハ螺旋 状 ニ彎曲セ

リ.上 肢ハ體 側ニ著 明ナル隆起 トシテ表 ハ レ,眼 胞

ハ既 ニ眼盃 ヲ形成 シ,相 接 スル外胚葉 ノ上皮肥厚 セ

ル ノ ミナ ラズ 陷 沒 シ來 レ リ.即 チLinsenplatteハ

Linsenporusニ 移 行 シツ ツ ア ル状 態 ナ リ.聽 原 基

ヲ見 ル ニ 卵 形 ノ聽 胞 ハ完 全 ニ 閉 鎮 セ ラ レDuctus

 endolymphaticueノ 初 兆 及 ビ聽神 經 結節 等 ノ存 在 ヲ

見 ル.前 階 程 ニ於 テ脱 腸 樣 膨 出 ヲナ セ ル左 右肺 原基
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ハ完全ニ前腸ヨ リ分 離 シ腹尾方 ニテ左右 ニ分 ル.肝

原基ハZellbalken更 ニ發育 セルモ尚 ホ明 ニLappung

ヲ見ズ.既 ニ左右相合 シテ單一 トナ レル腹 部膵臟 原

基モ尾方腸管 ヨリ分離 シ右尾方 ヘ發育 シ背 部膵臟 原

基ハ左尾方ヘ發育 シ次 膵 臟 原 基 相 接近 スル状 ヲ見

ル.次 ニ腦部 ノ模型 ニ就キテ見 ルニ殊 ニ菱腦 ノ顯著

ナル發育 ヲ見ル.終 腦 モ亦著 シク膨 大シ眼胞ハ間腦

ノ腹側底 ヨ リ出ヅル細 小ナル眼 莖ニ連 リ眼 胞 外 側

ハ稍々陷 沒 シ眼 盃 ヲ形 成 スル兆 ヲ見 ル.ソ ノ尾 方

Tuber mammillare益 々 大 ナ ル 突 起 ヲ 形 成 ス.中

腦,菱 腦 ノ境 界 ハ劃 然 タル斜 ニ走 ルSulcus rhombo

mesencephalicusニ ヨ リ區 別 セ ラ レ,菱 腦 ハ巨 大ナ

ル球 状 ヲ呈 ス ル後 腦 ト背 側 ニテ 溝 ヲ有 シ尾 方 ニ續 ク

末腦 ニ區 分 セラ レ 前階 程 ニ テ背 側 壁 ヨ リ壓 セ ラ レテ

菱 形 ヲ呈 シ タル モ中 央 ニFossa rhomboideaノ 凹 味 ヲ

有 シ尚 ホ縱 走 スル溝 ヲ生 ズ ル ニ至 レル ヲ見 ル.末 腦

ヨ リ脊髓 ヘ ハ 所謂 項 屈 折 ヲ以 テ 移 行 ス.正 中斷 内壁

ヲ見 ル ニ前 々階 程 ニ於 ケ ル ヨ リ一 層 内腔 廣 濶 トナ リ

Fig. 13. (A)

Fig. 13. (B)
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ソ ノ状 態 ハ 大 體 外 形 ニ相 當 セ リ.前 腦 内 腔 ニ於 ケ

ル眼 莖 腔 室 ノ位 置 一層 尾 方 ニ移 位 シSulcue telo

diencephalicusニ 相 當 ス ル終,間 腦 ノ境 界 ニ僅 ナ ル

隆 起 ヲ認 メ,視 丘 部,所 謂Parencephalonノ 存 在 殊 ニ

著 明 ナ リ,中 腦 部 内腔 ハ背 腹 ヨ リ壓 セ ラレ 左 右 ニ廣

ガ レル モ 背 腹 徑 ハ狹 ク菱 腦 狹 部 ノ隆 起 ヲ見 ル.菱 腦

初 部 ノ腦 壁 ハ 比 較 的厚 キ モ中 央 部 殊 ニ側 背壁 著 シ ク

菲 薄 トナ リ内 腔 擴 大 セ ル ヲ見 ル.側 壁 腹 側 ニ於 ケル

Neuromerenwulstハ 外 形 ニ於 テ モ鮮 明 ナル モ コノ内

壁 ニ於 テ ハFig. 13(B)ニ 見 ル ガ如 ク一 層明 ニ ソノ

起 伏6箇 ヲ認 メ得 ル ノ ミナ ラズ菱 腦 中 央部 ノ横斷 切

片 ニ於 テ モ明 確 ニ ソ ノ起 伏 ヲ見 ル コ ト即 チFig. 13

(C)ニ 示 ス ガ如 シ.

Fig. 13. (C)

第14階 程.Nr. 73項 臀 徑7.0mm原 節(47)

頂 項 背 彎 曲 著 シ ク外 形 圓 形 ヲ呈 シ心 塊 ノ膨隆 殊 ニ

著 シ ク上 肢 體 側 ニ扁 平 ナ ル膨隆 トシテ詔 メ後 肢 ハ僅

ナ ル膨 出 トシテ 表 ハ ル.視 原 基 ヲ見 ル ニLinsenporus

ハ 既 ニLinsenblaschenヲ 形 成 シ眼 盃 ノ内 板 モ肥 厚

甚 ダ シ.聽 原基 ハ 又完 全 ナ ル卵 形 ノ聽 胞 ヲ作 レ リ.

既 ニ前 腸 ヨ リ分 離 セ ル 肺 原基 ハ 左 右 ニ分 レテ 下垂 セ

リ.胃 原基 ハ一 層 左 側 ニ偏 移 ス ル ト共 ニ 筋 層 モ亦 著

シ ク發 育 ヲナ セ リ.肝 原基 モ益 々Zellbalkennetz發

育 シ膽嚢 又 ソ ノ存 在 ヲ明 カ ナ ラ シ メ タ リ.背 腹 兩 膵

臟 原 基 ハ 前 階 程 ト大 差 ナ キ モ著 シ ク何 レ モ增 大 シ腺

嚢 化 甚 ダ シ.然 レ ドモ 尚 ホ 兩 原基 ノ結 合 ヲ見 ズ.次

ニ腦 部 ノ模 型 ニ就 キ テ見 ル ニ前 腦 部 及 ビ菱 腦 部 ノ著

シ キ發育 ノ タメFig. 14ニ 見 ル ガ如 キ 異樣 ナ ル形状

ヲ呈 ス ル ニ 至 レ リ.巨 大 トナ レル終 腦 部 ニ於 テ 正中

部 矢 状 ニ走 ル 深 講 著明 トナ ル即 チSulcus hemispha
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ericusニ シテ 之 ニ ヨ リテ 左 右 ノEemisphaereニ 分

レルニ至 レ リ.間 腦 部 モ亦 特 ニ著 シキ發 育 ノ タメ ニ

大 サ ヲ增 セ ルノ ミナ ラズTuher mammillareノ 突 出

明 カナ リ.間 腦底 壁 ヨ リ突 出 セ ル 眼莖 ハ 眼盃 ニ連 リ

生理 的間 隙 ヲ残 シChiasmaulst又 著 明 ナ リ.中 腦

ト間腦 ノ間 ノSulcus dien-mesencephalicusモ 明 カ

ニ中腦 ハ殆 ド等 大 ナ リ.菱 腦 トハSulcus rhombo-

mesencephalicusニ ヨ リ區劃 セ ラ レ,菱 腦 ハ 前 方 ノ

後 腦 ト後 方末 腦 ト ノ區 別 著 明 ニ殊 ニ末 腦 背 側 ニ深 キ

縊 レ ヲ見 ル.後 腦 ハ著 シ ク大 ニ ナ レル外,腹 側 ニテ

Ganglien semirunale及 ビGanglion acustiaumノ 存

在 明 カニ シテ聽 胞 モ大 トナ レ リ.末 腦 ハ 後 腦 ニ比 シ

細 長 ク項 屈 曲 ヲ經 テ 脊髓 ニ移 行 ス.

Fig. 14.

第15階 程.Nr. 50項 臀 徑12.0mm

既 ニ本 胎 兒 ニ於 テハ 胴 部著 シ ク伸 張 シ項,尾 端 ノ

距 離7.0mmヲ 算 シ,心 原 基 ノ著 シキ膨隆 ノ外 ニ肝

原基 ノ膨 出 モ認 メラ レ,ソ ノ兩隆 起 間 ニ僅 ニ溝 ヲ認

知 ス.耳 部 ニハ鎌 状 ノ外 聽 道 ヲ認 メ,上 肢 終 端 稍 々

扁平 ニ擴 ガ リ漸 次肢 状 化 シ,下 肢 又 明 カ ニ膨隆 ト シ

テ認 ム.視 原 基 ニテ ハ 既 ニLinsenblaschenニ 變 形 シ

眼莖 ハ細 ク絞 レ眼盃 ハ 内外 兩 層 ヨ リナル モ 尚 ホ綱 膜

ニハ色 素 ヲ有 セ ズ.聽 原 基 ニテ ハDuetus endoly-

mphaticusノ 發生 ヲ認 ム.又 前腸 ヨ リ細長 キ氣管 ヲ

分離 シタル呼吸器原基 ハ左右 ニ肺 原基 トシテ分 レ,

胃原基 ハ内腔狹 小ナル食道 ヨリ連 ナ リ,左 側ニ偏在

シ厚キ筋層ヲ有 ス.肝 原基 ハ ソノ網状組織發育 スル

ト共 ニ完 全 ニLappenニ 岐 レ肝 管 モ發 達 ス ル ヲ見 ル.

膵 原基 ヲ見 ル ニ背 腹 兩 原 基 ハ既 ニ完 全 ナ ル癒 合 ヲ ナ

シ同 時 ニ腹 部 膵臟 管 及 ビ背 部 膵臟 管 ノ存 在 ヲ認 ム.

次 ニ腦 部 ヲ見 ルニ終 腦 ヨ リ發 生 セ ル左 右 ノ半 球 ハ分

立 存 在 ス ル ニ至 リ間 腦 モ亦 著 シク大 トナ リ ソ ノ腹 側

ヨ リ狹 小 ナ ル眼 莖 ヲ出 シ ソ ノ端 ニ眼 盃 ヲ有 ス.水 晶

體 モ 内腔 ヲ有 セザ ル ニ至 ル.中 腦,間 腦 ノ境 界 ハ 鮮

明 ナ ラ ザ ル モ後 腦,間 腦 ノ境 界 タルSulcus rhombo-

mesencephalicusハ 著 明 ナ ル 絞 レ トシテ 現 ハ ル.後

腦 又著 シ ク背 腹 ニ增 大 シ蓋 壁 又 非 薄 ニ シテ 小 腦 板 ヲ

形 成 ス.後 腦 ノ尾 方 ニ絞 レア リテ著 シ キ發 育 ヲ ナ セ

ル末 腦 ニ接 ス.聽 胞 ノ發 達 又著 シ ク聽,顔神 經 結 節

ノ存 在 又明 瞭 ナ リ.
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4.　 考 察 及 ビ 總 括

前章各胎兒 ニ於ケル觀察 ヲ總括シツツ在來ノ研究業績 ト比較研究 シ考察 セントス.材 料ノ關

係 上,腦 發生 ニ當 リテ ソノ比 較 的 早 期 ノ モ ノハ 檢 シ得 ザ リ シモ余 ガ實 驗 ニ於 テ ハ最 モ早期 ノモ

ノ ハ第1階 程 ニ於 ケ ル ガ如 ク長 徑4.0mm原 節(22)ニ 於 テ尚 ホNeuroporus anteriorハ 未 閉鎖

状 ニ シテ漸 ク3腦 部 及 ビ眼 胞 ノ形 成 ヲ見 得 ル モ ノ ナ リキ.Keibel氏 ガ ソ ノ閉 鎖 ハ受胎 後15-

17日 ノ 間 ニ行 ハル ト云 ヘ リ.即 チ各 胎兒 ニテ 多少 ハ遲 速 ア レ ドモ恐 ラク ソノ 時 期 前後 ニ ソン 閉

鎖 行 ハル ル モ ノナ ラ ン.同 時 ニ コノ時 期 ニア リテ ハ原 始 眼 胞 ハ明 カ ニ存 在 シ,geibel氏 ガ長徑

10mm(受 胎 後21日)ノ 胎 兒 ニ見 ル ガ如 クHirngliederungヲ 外 方 ヨ リ認 メ得 タ リ.即 チ前,

中,菱 ノ3腦 部 ノ分 立 ヲ識 別 シ得 タ リ.前,中 腦 ノ境 界Sulcus meso-diencephalicusハ 不鮮

明 ナ レ ドモ中,菱 腦 ノ境 界Sulcus rhombo-mesencephalicusハ 明 カナ リ.原 始 眼胞 モ前腦側

壁 ヨ リ兩 側 へ突 出 セル モ 單 ナ ル膨 出状 ノ ミニ シテ 未 ダ何等 眼 莖 ノ絞 レ等 ヲ見 ズ.中 腦 ハ球 形 ニ

シテ 前,菱 腦 ノ間 ニ ア リテ 兩 者 ヲ弓 状 ニ結 合 シ,菱 腦 ハ一 ツ ノ長 キ管 状 ナ リ.腦 部 ノ正中斷 内

壁 ヲ見 ル ニ前 腦腔 室 及 ビコ レヨ リ出 ヅル 眼 胞腔 室 ノ側 方 ニ陷 入 スル モ中 腦 菱 腦 ニ於 ケ ル陷 入淺

ク僅 ニ菱 腦 部 ニテEminentia rhombo-mesencephalicaノ 隆 超 ノ尾 方 ニ些 カ深 キ長 軸 ニ垂 直 ナ

ル 凹 味 ヲ認 ム ル ノ ミ.第2階 程,長 徑5.0mm原 節(21-22)ノ 胎 兒 ニテ 前階 程 ニ比 シ異 レルハ

前 腦 ニ於 テ將 來 間,終 腦 ニ分 離 セ ン トス ル初 兆 ヲ認 メ得 タル コ ト及 ビ前神 經 孔 ノ完 全 ニ閉鎖 セ

ル コ トナ リ.又 同時 ニ 前 期 ニ尚 ホ 稍 々不鮮 明 ナ リシSulcus meso-diencephalicusモ 明 瞭 トナ

レ リ.第3階 程,長 徑6.5mm原 節(22-23)ニ テハ 前 時期 ニ於 テ 見 タル將 來 ノ間,終 腦 ノ分 離

ノ初 兆 ハ完 全 ナル 境 界 タルSulcus telo-diencephalicusト ナ リ表 ハ レ,中 腦 モ甚 ダ ヨク膨隆 シ

正 中斷 内壁 ヲ見 ル ニ第1階 程 ニ見 タル ヨ リ相 異 リ,全 般 的 ニ凹 味 ヲ増 シ,前 腦 部半 球 状 ニ陷 沒

シ,前 々階 程 ニハ ソ ノ背 尾 方 ニ存 セル 眼 胞 腔 室 ハ殆 ドソ ノ中央 ニ位 スル ニ至 リ,中,菱 腦 間 ノ

Eminentia rhombo-mesencephalicaノ 隆 起著 明 ナル ノ外3箇 ノNeuromeren起 伏 ヲ初 メテ發

生 セル ヲ認 ム.第4階 程,長 徑5.0mm原 節(23-24)ニ 至 レバ全 體 的 ニ成 立 セル各 腦 部 ノ各 々發

育 著 シク前 腦 ニ於 ケル 眼 胞 モ眼 莖 ノ絞 レヲ經 テ接 スル ニ至 レ リ.第5階 程,長 徑5.0mm原 節

(24-25)ニ 至 レバ 一暦 前腦 ノ發 育 殊 ニ著 シク,眼 莖 ノ絞 レモ漸 次 上 方 ヨ リ下 方 ニ及 ビ明瞭 トナ

リ前 腦腹 側 ノTuber mammillareモ 著 シク突 出 ス ル ニ至 レ リ.腦 部 ノ各 部位 ノ發 育 セル タ メ ソ

ノ境 界 タルSulcus dien-mesencephalicus及 ビSulcus rhombo-mesencephalicus著 明 ナル

溝状 ヲ呈 ス ル ニ至 レル ヲ見 ル.ソ ノ正 中斷 内 壁 ヲ見 ル ニ前 腦 腔 室 ハ眼 莖 腔 室 ヲ中央 ニ略 ボ圓 錘

状 ニ陷 沒 シ,前 方 前 壁 ニ所 謂Parencephalonノ 小 陷 沒,後 方 ハ視 丘 部 ノ肥 厚 ノ形 成 ヲ見,中 腦

又 半球 状 ニ凹 シ,Eminentia rhombo-mesencephalicaニ ヨ リ後 尾 方 菱 腦 腔 室 ト境 シ,ソ ノ直

尾 方 ニ比 較 的 廣 濶 ナル 陷 沒 及 ビ4箇 ノNeuromerenノ 起 伏 ヲ認 メ,菱 腦 蓋壁 ハ菲 薄 トナ レ リ,

第6階 程,長 徑5.0mm原 節(25-26)ノ 胎 兒 ニ テ ハ前 階程 ニ比 シ何 等 特 異 ノ點 ヲ見出 サザル モ
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第7階 程,長 徑5.8mm原 節(26-27)ノ 胎 兒 ニ至 レバ項 屈 曲 稍 々伸 展 シ爲 ニPlica encepbali

 ventralis大 トナ リ終,間 腦 ノ發 育著 明 ナル ノ外,菱 腦 部 著 シク膨 大 セル タ メ,中 腦 狹 細 トナ レル

外觀 ヲ呈 セ リ,正 中斷 内壁 ヲ第5階 程 ニ比 スル ニ前 腦 ニ於 ケ ル眼 莖 腔 室 ハ中 央 ヨ リ後 方 二位 ス

ルニ至 リ,所 謂Parencephalon及 ビ視 丘部 著 明 ニ中腦 又Emimentia rhombo-mesencephalica

ニ ヨ リ菱腦 ニ境 シ菱 腦側 壁 ニ於 ケ ル5箇 ノNeuromerenノ 起 伏 ヲ認 メ得 ル ニ至 リ.ソ ノ外 壁 菲

薄 トナ レリ.次 ニ第8階 程,長 徑6.0mm原 節(28)ノ 胎 兒 ニテ ハ殆 ド前階 程 ニ見 タル ト大 同 ノ

状態 ニ シテ前 及 ビ菱 腦 ノ著 シキ發 育 ノタ メ ニ中腦 ハ愈 々狹 小 トナ レル ヲ見 ル.第9階 程,長 徑

6.0mm原 節(28-29)ノ 胎 兒 ニテ ハ菱 腦 ノ膨 隆 著 明 トナ リ,爲 ニ中脳 トノ境 界Sulcus rhombo-

mesencephalicusハ 著 シキ絞 レヲ呈 スル ヲ 見 ル外,ソ ノ他 腦 各 部 位 一 般 的 ニ著 シク發 育 セル ヲ

見得.正 中断 内壁 ヲ見 ル ニ前 腦 腔 室 ノ稍 々後 方 ニハ卵 圓形 ノ眼 莖腔 室 ヲ見,所 謂Parencephalon

視丘 部 ノ存 在 ヲ明認 シ得 ル ノ シナ ラズ,中 腦 腔 室 ハ 依 然 半 球 状 ニ階 沒 シSulcus rhombo-

mesenoephalicusニ 相 當 スルEminentia rhombo-mesencephalicaノ 隆 起 明 カナ リ.菱 腦 部

ノ外壁 ハ益 々菲 薄 トナ リ,側 壁 ニ於 ケルNeuromerenノ 起 伏 ハ6箇 認 メ得.第10階 程 ノ長徑

5.0mm原 節(30)ヲ 算Eスル胎 兒 ニ テハ 一層 腦 各 部 ノ急 激 ナ ル發 育 ヲ件 ヒ殊 ニ前 腦 及 ビ菱 腦 部 ノ

タ メ中腦 ノ部位 甚 ダ狹 短 トナ レ リ.終 腦 ノ前 方 ヘ ノ發 育 及 ビ腹 側 ニ於 ルルTuber mammillare

腹方膨 出顯 著 ナ リ.更 ニ第11階 程,長 徑5.0mm原 節(30-31)ノ 胎 見 ヲ見 ル ニ終 腦 及 ビTuber

 mammillareノ 發 育著 シク眼 胞 又眼 莖 ヨ リ突 出 明 カ ニ菱 腦 又著 明 ナル 發 育 ヲ遂 ゲ背 方 ヨ リ眺 ム

ル時 ハ菱形 ヲ呈 シ中央 部 ハ陪 沒 シ,細 小 ナル 皺襞 ヲ見 ル.側 壁 ニ於 ケルNeuromerenノ 起 伏 ハ

著明 ナ ラザル モ6箇 認 メ得 正 中斷 内壁 ヲ見 ル ニ前 階 程 ニ比 シ何 レノ腔 室 モ廣 濶 トナ リ外 形 ニ

相當 シテ終 腦 前 方 ヘ ノ陷 沒 深 ク眼 莖 腔 室 ハ前 腦腔 室 ノ中央 ヨ リ後 方 二位 シ所 謂Parencephalon

及 ビ視 丘 部 著 明 トナ リEminentia dien-mesencephalica及 ビEminentia rhombo-mesen

cephalicaノ 隆 起 ニ ヨ リ中 腦 ハ前,後 腦 ト境 ス.菱 腦 腔 室 ハ外 形 ニ相 當 シテ背 壁 ハ壓 迫 セラ レ

タル タ メニ側 方 ヘ深 キ凹 部 ヲ作 リ蓋 壁 菲 薄 トナ レリ.ソ ノ腹 側 壁 ニハ6箇 ノNeuromerenノ

起 伏 ヲ認 メ得.更 ニ第12階 程,長 徑5.0mm原 節(32)ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ前 腦 部 及 ビ菱 腦 部 ノ發

育殊 ニ著明 ニ シテ 中腦 ハ兩 者 ヲ結 合 スル狹 部 タ リ.終 腦 腹 側 ノ正 中線 ニ於 テ將來 左 右 ノ半 球 ニ

分 離 スベ キ初 兆 ヲ認 ム.Sulcus telo-diencephalicusハ 後 上 方 ヨ リ前下 方 ニ斜 ニ走 リ間 腦 ト境

ス.間 腦 ニ於 ケルTuber mammillareノ 腹 方 突 出明 瞭 ナ リ.間 謄 底壁 ヨ.リ細 長 キ眼 董 出 デ更 ニ

眼胞 ニ續 ク未 ダ盃 状 ヲ呈 サズ.Sulcus rhombo-mesencephalicusニ ヨ リ中腦 ハ膨 大 セル 菱 腦

ト境 シ菱 腦腹 側 壁 ニNeuromeremノ 起 伏 ヲ認 ム.菱 腦 ハ前階 程 ニ於 テ ソノ兆 ヲ見 タ ル後 腦 ト末

腦 ニ分 離 ヲ見,此 處 ニ明 瞭 ニ3腦 部位 ヨ リナ リシ腦 部 ハ前 腦 及 ビ菱 腦 各 々2ツ ニ分 レ中 腦 ハ依

然 タル ニ ヨ リ5腦 部 ノ分立 ヲ見得 ル ニ至 レ リ.末 腦 ハ漸 次 項 屈 折 ヲ經 テ脊 髄 ニ移 行 ス.更 ニ第

13階 程,長 徑6.5mm原 節(37)ノ 胎 兒 ニ至 レバ 菱腦 ノ發 育殊 ニ著 シ キヲ 見 ル
.終 腦,間 腦 ノ境 界

殊 ニ明瞭 トナ リ,眼 胞 ハ漸 ク ソ ノ外 側 陷 沒 シ所 謂 眼 盃 ヲ形 成 セ ン トシTuber mammillareノ 突
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出益 々明 瞭 トナ レ リ.中 腦 ハ依 然 前,菱 兩 腦 ヲ接 續 スル 觀 ヲ 呈 シ菱 腦 トノ境 界Sulcus rhombo-

mesencephalicus殊 ニ著 明 ニ是 レ又後 背 方 ヨ リ前腹 方 ニ向 ツテ走 ル.菱 腦 ハ巨 大 ナル球 状 ヲ呈

ス ル後 腦 ト背 側 ニ テ殊 ニ明 カ ナ ル狹 部 ヲ以 テ境 シ,尾 方 ニ續 ク末 腦 ニ區 分 セ ラ レ背側 中央 ニ深

キ縦 走 スル皺 襞 ヲ残 ス.ソ ノ腹 側 壁 ニハ6箇 ノNeuromerenノ 起 伏 ヲ認 ム.正 中斷 内壁 ヲ見ル

ニ内 腔 甚 ダ シク廣 ク ナ リ眼 莖 腔 室 ノ位 置 モ前 腦 腔 室 ノ一 層 尾 方 ニ存 在 シEminentia telo-dien

cephalicaノ 隆 起,所 謂Parencephalonノ 陷 入部 肥厚 セル視 丘 部 ノ存 在益 々明 カ トナ レリ中腦

腔 室 ハ背 腹 ヨ リ壓 セ ラ レ左 右 ニ深 廣 ナル 内腔 ヲ作 ル.菱 腦 中 央 部蓋 壁 ハ極 メテ菲 薄 トナ レ リ.内

側 壁 ニ於 ケル6箇 ノNeuromerenノ 起 伏 ハ極 メテ 著 明 ニ存 在 セ リ.第14階 程,項 臀 徑7.0mm

原 節(47)ニ 於 テ ハ前 章 ニ於 テ詳 述 セル ガ如 ク 前腦 及 ビ菱 腦 部 ノ顯 著 ナル 發 達 ノタ メ異様 ナル

形 状 ニ變 ジ即 チ巨 大 トナ レル終 腦 部 ニ於 テ正 中 部 ニ矢 状溝 即 チSulcus hemispharicusニ ヨ リ

テ左 右 ノ半 球 ニ岐 レ,間 腦 ノTuber mammillare益 々後 方 ニ突 出 セ リ、 眼 莖 ハ細 長 ク間腦 底壁

腹 側 ヨ リ出 デ眼盃 ニ續 キ,ソ ノ腹 側 ニ敎 室 高僑 氏 ノ研 究 ニ ヨ リ全 ク闡 明 セラ レタ ル生理 的 間隙

ヲ 見 ル。中腦,間 腦 ノ境 界 タルSulcus dien-mesencephalicus判 然 タ リ.中,菱 兩 腦間 ノSulcus 

rhombo-meaencephalicusハ 腦 部 ニ於 テ最 モ狹 部 タ リ.此 階 程 ニ於 テ後 腦,末 腦 ノ 區別殊 ニ明

瞭 トナ リ,後 腦著 シク大 ニ ナ レル外Ganglien semirunale及 ビGanglien acusticumノ 存 在

明 瞭 ナ レ ドモNeuromerenノ 起伏 稍 々不鮮 明 トナ リ,末 腦 ハ後 腦 ニ比 シ細 長 ク項 屈 折 ヲ經 テ脊

髄 ニ移 行 ス.第15階 程,項 臀 徑12.0mmニ 於 テ ハ終 腦 ニ於 ケル左 右 ノHemisphareハ 完 全 ニ

Sulcus hemiapharicusニ ヨ リ分 離 獨 立 シ中 腦,菱 腦 間 ノSulcus rhombo-mesencephalicus

ハ益 々著 明 ナル 狹 部 トシテ顯 ル.後 腦 又 著 シク背 腹 方 ニ増大 シ,蓋 壁 菲 薄 トナ リ小腦板 ヲ形成

スル ニ至 ル.後 腦 ノ尾 方 ニ末 腦 狹 部 ヲ經 テ連 ル.

以 上 ノ如 ク豚 胎 兒 ニ於 ケ ル腦 ノ發 生 ヲ総 括 シ來 ル ニ,他 ノ脊 髓 動物 ニ見 ル ガ如 ク豚 ニア リテ

モ 長 徑5.0mm原 節(21)ノ 胎 兒 ニテ ハ 前,中,菱 腦 ノ3部 明 瞭 ニ區別 セ ラルル モ長 徑6.5mm

原 節(23-24)ノ ソ レニ至 レバ 前 腦 ハ終 腦,間 腦 ノ兩 部 ニ更 ニ長 徑5.0mm原 節(32)ノ 胎 兒 ニ

テ ハ 明 カ ニ菱 腦 ハ後 腦,末 腦 ノ兩 部 ニ分 レ第 二 次 的 ニ5部 ヲ明 カ ニ區 別 シ得 ル ニ至 レル ヲ知 レ

リ.而 シテ各 腦 胞 ハ各 々 ソノ發 育 ノ度 ヲ異 ニ シ前 章 ニ於 ケル階 段 的 發 生記 載 ニ明 カナ ル ガ如 ク

ニ 前腦 及 ビ菱 腦 部 ノ發 育最 モ顯 著 ナ リ,勿 論 絶 對 的 數 値 ニ ハ非 ラ ザ ル モ正確 ナル倍率 ニヨ リテ

作 成 セル 正鵠 ナル模 型 ニ就 キ實 測 シ數 値 的 標準 ヲ以 テ ソノ發 育 概 況 ヲ察 スル モ蛇 足 ナ ラザ ノレヲ

思 ヒ次 ノ基準 點 ヲ假 設 シテ計 測 ヲ ナ セ リ.即 チ何 レノ點 ヲ基 準 トナス ベ キカ ハ甚 ダ困難 ナ レド

同 一 條 件 ノ下 ニ便 宜 上次 ノ3距 離 ヲ測 定 セ リ.

P. L 前 腦 背 側 正 中線 ニ於 テ 前腦 尖端 ヨ リ前腦,中 腦 ノ境 界迄 ノ距 離

(括 弧 内數 字 ハ 間,終 腦 ニ分 レタル 後 ノ終 腦 ノ長 サ ナ リ)

M. Z. 中 腦 背側 正中 線 ニ於 テ前,中 腦 ノ境 界 ヨ リ中,菱 腦 ノ境 界迄 ノ距 離

R. U 菱 腦 ノ最 大 部位 ノ長 軸 ニ對 シテ垂 直 ノ周 園
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次 ニ左 右 ノ半球 原 基 ハKeibel氏 ニ ヨ レバ12.4mmノ 胎 兒 ニ於 テ明 カ ニ認 メタル ト云 フ モ余

ハ既 ニ長 徑5.0mm原 節(32)ノ 胎 兒 ニテ初 兆 ヲ認 メ長 徑6 .5mm原 節(37)項 臀 徑7.0mm原 節

(46)ノ 胎 兒 ニ至 レバ明 瞭 ニ ソ ノ分 立 ヲ認 メ得 ルニ至 レ リ.

菱 腦 ニ於 ケルNeuromerengliederungニ 就 テ ハPrenant (1889), Lewis (1903), Bradley

 (1904), Ziehens (1907)ノ 諸 氏 ニ ヨ リ研 究 セ ラ レ余 ノ檢 索 セル 處 又Lewis氏 ヲ除 ク諸 氏 ト同 様

ノ結 果 ヲ得 タ リ.即 チLewis氏 ハ9 .0mmノ 胎 兒 ニ5箇 ノNeuromernヲ 發 見 セ リ.余 ハ前 記3

氏 ト同様6箇 ヲ見殊 ニBradley氏 ハ受 胎10日 目 ノ胎 兒 ニテ既 ニ6箇 ヲ
,24日 目 ノ胎 兒 ニ テハ

最 早外 方 ヨ リ認 メラ レズ僅 ニ頭 方 ノ4箇Ventrikelflacheニ 認 メ得 タ リ ト言 フ.而 モ氏 ニ ヨ リ

Neuromerenト 腦神 經 結 節 ノ發 生 トノ關係 モ詳 細 研究 セ ラ レ居 ル故 ニ余 ハ 本 研 究 ニ當 リテ腦 神

經結 節方 面 ニ就 キ ヲ ハ詳 細 ナル檢 索 ヲ成 サザ リキ.即 チ余 ノ檢 索 セルNeuromerenニ 就 キ テ ハ

長徑6.5mm原 節(22-23)ノ 胎 兒 ノ正 中斷 内壁 ニテ菱 腦腹 側 部 ニ2箇 ノ横 溝 ヲ認 メ長 徑5
.0mm

原節(24-25)ニ テ ハ同所 ニ4箇 ヲ認 メ長 徑5 .8mm原 節(26-27)ニ テ ハ5箇 長徑6 .0mm原

節(28=29)ニ テ6箇,長 徑5.0mm原 節(30-31)ニ 至 レバ既 ニ明 瞭 ニ菱 腦 外側 ヨ リモ6箇 ノ

Neuromerenヲ 認 メ得.正 中斷 内壁 ハ外 形 部 ニ相 當 スル起 伏 ヲ見
,長 徑6.5mm原 節(37)ノ

胎 兒 ニテ モ明瞭 ニ外 方 ヨ リ6箇 ヲ認 メソ ノ正 中斷 内壁 ニテ ハ全 發 育 經 過 中最 モ鮮 明 ニ6箇 ノ

Neuromeren起 伏 ヲ見 ル.横 斷 切 片 ニ於 テ モ顯 著 ナ ル コ ト前 章 ニ示 セ リ.長 徑12.0mmノ 胎 兒

ニ至 レバ鮮 明 ナ リシNeuromerenハ 既 ニ甚 ダ不 明瞭 トナ リ僅
ニVentrikelflacheニ 數 箇 ノ起 伏

ヲ見 ル ノ シ.以 上 ニ就 キ テ見 ル ニ即 チ長 徑6 .5mm原 節(22-23)ノ 時 期 ヨ リNeuromerenノ

現 出 ヲ認 メ,長 徑6.5mm原 節(37)ノ 頃 ニテ最 モ著 明 ニ現 レ發 育階 程 ニ伴 ヒ爾 後 頭神 經 結 節 ノ

完成 ト共 ニ ソ ノ存 在 漸 次幽 微 トナ レル モ ノ ナ ル ヲ知 レ リ.
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5.　 結 論

前 章考 察 及 ビ総 括 ニ ヨ リ次 ノ結 論 ヲ得.哺 乳 類特 ニ胎 豚 兒 ニ於 テ

1. 長 徑5.0mm原 節(21-22)ノ 胎 兒 ニ於 テNeuroporus anteriorノ 閉鎭 ヲ見,同 時 ニ前,

中,菱 腦 ノ3腦 部 位 及 ビ原 始 眼胞 ノ膨 出 既 ニ明 カナ リ.

2. 長徑6.5mm原 節(22-23)ノ 胎 兒 ニ於 テ 前腦 ハ 間,終 兩腦 部 ニ分 離 ノ兆 明 カ ニ正中斷内

壁 ニ於 ケ ル腔 室 廣 濶 トナ リ初 メテ2箇 ノNeuromerenノ 起 伏 ヲ認 メ得 タ リ.

3. 長 徑5.0mm原 節(24-25)ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ前 腦 部 ノ發 育殊 ニ著 シク眼 胞 ノ基礎 部眼 莖 ト

シテ絞 レヲ生 ジ前腦 腹 側 ノTuber mammillareノ 突 出 モ著 シク ナ レ リ.正 中斷 内壁 ニ於 ケ ル前

腦 腔 室 ハ眼 莖 腔 室 ヲ 中央 ニ圓 錐 状 ニ凹 シ所 謂Parencephalon及 ビ視 丘部 明 カニ4箇 ノNeuro

merenノ 起伏 ヲ認 ム.

4. 長 徑5.8mm原 節(26-27)ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ項 屈 曲稍 々伸展 シタ メニPlica encephali

ventralis大 トナ リ.終,間,腦 ノ シナ ラズ菱 腦 部著 シク發 育 シ正 中斷 内 壁 ニ於 ケ ル眼莖 腔室 ハ

前 腦 腔 室 ノ中 央 ヨ リ後 方 ヘ存 シ5箇 ノNeuromerenノ 起 伏 ヲ認 メ得,菱 腦 蓋 壁 菲薄 トナ レリ.

5. 長 徑6.0mm原 節(28-29)ノ 胎 兒 ニ於 テ菱 腦 ノ發 育殊 ニ著 シク中 腦 トノ境 界著 明 トナ リ

正 中斷 内壁 ニ於 ケル6箇 ノNeuromerenノ 起 伏 ヲ認 メ得 タ リ.

6. 長 徑5.0mm原 節(30-31)ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ終 腦 及 ビ菱 腦 ノ發 育殊 ニ顯 著 ニ シテ菱腦 ハ背

方 ヨ リ壓 セ ラ レ菱 形 ヲ呈 ス,腹 側 壁 ニハ 内壁 ニ於 ケ ル如 ク著 明 ナ ラ ザル モ6箇 ノNeuromeren

ノ 存 在 ヲ認 ム.

7. 長 徑5.0mm原 節(32)ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ終 腦 腹 側 正中 部 ニ初 メテ將 來 ノ左 右 ノ半球 ノ分離

ノ初 兆 ヲ認 ム.又 菱 腦 ニ於 ケル後 腦 及 ビ末 腦 ノ分 離 明 カ トナ リ,明 カ ニ5腦 部 位 ノ分 立 ヲ認 メ

得 ル ニ至 レ リ.

8. 長 徑6.5mm原 節(37)ノ 胎 兒 ニ於 テハ 眼 胞 ハ眼 盃 ニ變 ジ後 腦 ト末 腦 ノ區分 愈 々明瞭 ニ又

正中斷内壁 ニ於 テハ内腔甚ダ廣濶 トナ リ各腦部 ノ境界又劃然 シ,眼 莖内腔モ箭腦ノ最モ後方ヘ

移位 シ,肥 厚セル視丘部,左 右ニ深廣ナル中腦内腔ヲ見,菱 腦中央部蓋壁ハ極メテ菲薄 トナリ

内側壁ニ於ケルノミナラズ外側 ヨリモ6箇 ノNeuromerenノ 起伏ハ最モ顯著ナリ.

9. 項臀徑7.0mm原 節(47)ノ 胎兒 ニ於 テ終腦ハ左右ノ半球ニ分 レ後腦,末 腦各々獨立ニ發

育 シ5腦 部位 ノ境界全ク明瞭 トナ レルモ菱 腦腹側ニ於ケルNeuromerenノ 起伏ハ稍々不鮮明

tナ レ リ.

10. 項臀 徑12.0mmノ 胎 兒 ニ於 テハ 終 腦 ニ於 ケ ル左 右 ノ半球 ハ完 全 ニ分 離 シ中 腦,間 腦 ノ境

界 稍 々不 鮮 明 トナ レル モ 中腦,菱 腦 ノ境 界 ハ益 々 明 瞭 トナ レリ,後 腦又 著 シク背腹 方 ヘ發 育 シ

蓋 壁 ハ菲 薄 トナ リ小 腦 板 ヲ形 成 スル ニ至 ル.

擱筆 スルニ當 リ恩師敷波敎 授 ノ懇切 ナル御指導 ト御校閲 ノ勞 ニ對 シ竝 ニ畏友村山博士 ノ多大ナル御厚

誼 ニ向テ謹デ満腔 ノ謝 意 ヲ表ス.尚 ホ材料蒐集上 ニ於 ケル先輩 谷博士努力 ノ恩恵 ヲ謝 ス.
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Fig. 1 A.(第1階 程)腦 部 模 型 .外 形.

左 前面観(100/1).1/4縮 少寫 載.

B.(同 上)同 上.正 中斷内面.

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫 載.

Fig. 2.(第2階 程)同 上.外 形 .

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.

Fig. 3. A.(第3階 程)同 上 .外 形.

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.

B.(同 上)同 上.正 中斷 内 面.

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫 載.

Fig. 4.(第4階 程)同 上.外 形.

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.

Fig. 5. A.(第5階 程)同 上.外 形.

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.

B.(第5階 程)腦 部模型.正 中斷内面.

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.

Fig. 6.(第6階 程)同 上.外 形.

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.

Fig. 7. A.(第7階 程)同 上.外 形.

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫 載.

B(同 上)同 上.正 中斷 内面.

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.

Fig. 8.(第8階 程)同 上.外 形 .

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.

Fig. 9. A.(第9階 程)同 上.外 形 .

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.

B.(同 上)同 上.正 申 斷 内 面 .

左側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.
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Fig. 10.　 (第10階 程)　 腦 部 模 型.外 形.

左 側面觀(100/1).1/4縮 少寫載.

Fig. 11.　 A.(第11階 程)　 同 上.　 外 形.

左後側面觀(100/1).1/4縮 少寫 載

. B.　 (同 上)　 同 上.　 正 中 斷 内 面.

左 側面觀(100/1).1/4縮 少寫 載.

Fig. 12.　 (第12階 程)　 同 上.　 外 形.

左 側面觀(100/1).1/4縮 少寫 載.

Fig. 13.　 A.(第13階 程)　 腦 部模 型.外 形.

左側面観.(100/1).1/4縮 少寫 載.

B.　 (同 上)　 同 上.　 正中斷内面.

左側面 觀(100/1).1/4縮 少寫載.

C.　 (同上)　 菱 腦 中央 部 ノ橫 斷圖

(Ca.40倍)

Fig. 14.　 (第14階 程)　 腦 部 模 型.外 形 .

左側面觀　(75/1). 1/4縮少寫載.

Verzeichnis der Abkurzungen.

A.=Augenblase, Augenbecher. A.S.=Augenstiel. A.S.P.=Augenspalte. A.S.V.=

Augenstielventrikel. B.B.=Bruckenbeuge. C.W.=Chiasma Wulst. D.=Diencephalon. 

E.R.M.=Eminentia rbombo-mesencephalica. G.A.F.=Ganglicn acustico-faciale. G.S.=Gan

glion semilunare. H.=Hypothalamus. I.O.F.=Inter optische Furche. I.S.=Isthmus rhom

bencephali. K.P.=Kleinbirn platte. M.=Mesencephalon. Met.=Metencephalon. My.=

Myelencephalon. N.=Neuromeren. N.B.=Nackenbeuge. N.P.A.=Neuroporus anterior. 

O.=Ohrgrube, Ohrblase. P.=Prosencephalon. P.E.=Parencephalon. P.V.=Plica encephali 

ventralis. R.=Rhombencephalon. RD.=Rhombencephalondach. R.M.=Ruckenmark. S.H.

=Salcus hemisphaericus. S.M.D.=Sulcus meso-diencephalicus. S.R.M.=Sulcus rhombo-mesen

cephalicus S.T.D.=Sulcus telo-diencephalicus. T.=Telencephalon. T.M.=Tuber mammil

are.
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